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経
営
学
部
の
学
生
が
、
㈱

東
京
ド
ー
ム
の
協
力
で
新
規

事
業
の
立
案
に
挑
ん
だ
。
１

月
10
日
、
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス

で
最
終
報
告
会
が
あ
り
、
同

社
に
対
し
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。

　
こ
の
取
り
組
み
は
、
見
山

謙
一
郎
特
任
教
授
（
ベ
ン
チ

ャ
ー
創
造
と
事
業
継
承
特

講
）
と
三
宅
秀
道
准
教
授

（
ベ
ン
チ
ャ
ー
・
ビ
ジ
ネ
ス

論
）
の
合
同
授
業
と
し
て
、

昨
年
９
月
に
ス
タ
ー
ト
し

た
。
受
講
生
は
２
年
次
生
か

ら
４
年
次
生
の
約
60
人
。

　
授
業
は
５
人
１
組
で
東
京

ド
ー
ム
シ
テ
ィ
（
東
京
都
文

京
区
）
を
視
察
し
、
同
社
の

強
み
な
ど
を
分
析
し
事
業
企

画
を
起
案
。
予
選
を
経
て
、

５
チ
ー
ム
が
同
社
に
提
案
す

た
」
と
振
り
返
っ
た
。

　
こ
の
論
文
コ
ン
ク
ー
ル
に

は
石
崎
ゼ
ミ
か
ら
ほ
か
に
３

年
次
生
２
チ
ー
ム
が
参
加

し
、
奨
励
賞
に
入
っ
た
。

る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
三
宅
ク
ラ
ス
か
ら
は
、
東

京
ド
ー
ム
で
開
催
さ
れ
て
い

る
野
球
塾
に
通
う
子
ど
も
の

親
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
競
技
力

向
上
の
た
め
の
食
の
知
識
を

学
ん
で
も
ら
お
う
と
い
う
も

の
や
、
公
園
開
発
ビ
ジ
ネ

ス
、
ヒ
ー
ロ
ー
ス
ポ
ー
ツ
チ

　
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
新

藤
理
央
さ
ん
、
笹
谷
穂
乃
花

さ
ん
、
山
越
春
香
さ
ん
、
足

立
百
合
香
さ
ん
の
チ
ー
ム

は
、
京
急
グ
ル
ー
プ
が
販
売

す
る
乗
車
券
、
グ
ル
メ
、
レ

ジ
ャ
ー
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
た

「
お
ト
ク
な
き
っ
ぷ
」
に
新

要
素
を
追
加
す
る
「
な
び
き

ゅ
ん
」
を
提
案
し
た
。

　
観
光
ル
ー
ト
の
自
動
プ
ラ

ン
ニ
ン
グ
、
音
声
Ａ
Ｒ
（
拡

張
現
実
）
に
よ
る
名
所
紹

介
、
飲
食
店
の
混
雑
状
況
が

確
認
で
き
る
シ
ス
テ
ム
の
三

つ
を
組
み
込
ん
だ
ア
プ
リ
を

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
。
新

藤
さ
ん
は
「
自
分
た
ち
に
身

近
な
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
活

用
し
た
ア
プ
リ
を
考
え
る
の

は
楽
し
く
、
自
由
な
発
想
で

取
り
組
む
こ
と
が
で
き
た
」。

　村上春樹の短編『神の子どもた

ちはみな踊る』の英訳題はAll god's 
children can danceだ。もちろん間違っ
てはいないのだが、村上の短編のタイ

トルはもともとスタンダードナンバー

“All God's Chillun Got Rhythm”の

日本語タイ

トルを借用

したものである。つまり、英語の曲の

題名を訳した日本語の題名を再び英訳

し直すと、元の英語タイトルとはずい

ぶん違うものになってしまったわけ

だ。

　言語を、いわば「訳し戻す」際に、

こうしたズレが生じるのは面白い。

　このズレを主題にしたのが清水義範

の『スノー・カントリー』。英語の小

説を翻訳せよ、という高校の課題に、

一人の生徒がヤーサンアリ・クーワバ

ッタの『スノー・カントリー』を選

ぶ。川端康成『雪国』の英訳を、それ

とは知らず日本語に翻訳したわけだ。

当然、川端の原文とは似ても似つかぬ

代物が生まれる。

　だが、翻訳を繰り返すことによって

生じる原文とのズレは、創造的に働く

こともある。

　アメリカの文芸誌McSWEENEY'Sで
は、さまざまな言語で書かれた短編

を、複数の

言語で次々

に翻訳していくという実験がなされ

た。例えばデンマーク語の短編が英訳

され、蘭訳され、英訳され、仏訳さ

れ、英訳され、最後にスウェーデン語

に訳される。三つの英訳がそれぞれ全

く違うのも面白い。

　18の言語が自由に飛び交うこの雑誌

を眺めていると、異文化や翻訳に関す

る思い込みが解きほぐされていくよう

だ。 （担当は英米の小説）

※短縮版。全文はＣＡＬＬ教室ホーム

ページで。
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翻訳の事情あるいは二乗

大久保　譲　文学部教授

　
神
奈
川
県
内
の
企
業
や
団

体
が
抱
え
る
経
営
課
題
に
、

大
学
生
が
解
決
策
を
提
案
す

る
産
学
連
携
の
課
題
解
決
型

コ
ン
ペ
「
第
15
回
神
奈
川
産

学
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
（
一
般
社
団
法
人
神
奈

川
経
済
同
友
会
主
催
）
で
、

専
大
か
ら
は
最
優
秀
賞
に
１

チ
ー
ム
、
優
秀
賞
に
11
チ
ー

ム
が
選
ば
れ
た
（
別
表
参

照
）。今
回
は
35
企
業
か
ら
37

テ
ー
マ
が
提
示
さ
れ
、
20
大

学
２
３
５
チ
ー
ム
が
参
加
。

12
月
18
日
、
横
浜
市
の
パ
シ

フ
ィ
コ
横
浜
で
表
彰
式
が
行

わ
れ
、賞
状
が
手
渡
さ
れ
た
。

賞 学部 メンバー（敬称略。全員３年次。先頭が代表） 所属ゼミ

最優秀賞 経営 新藤理央 笹谷穂乃花 山越春香 足立百合香 関根純

優 秀 賞

経営

太田憲一朗 永作花香 中尾江里奈
関根純

佐竹海音 保坂包実 内藤優太 大島美波

田中紋佳 小山礼仁 豊川穂高 木村龍登 馬塲杉夫

伊井隼也 近松陸人 加藤玲奈
福原康司

鈴木里菜 山田竜輝 岡田大河

斎藤涼 西川玲奈 松原朋也 栗原百香 間嶋崇

商

鶴岡みさき 鈴木優誠 山本晏史
石川和男

森内優芽 平方太郎 阿部裕人 西村光生

権守星南 高岡奈未 小野瑞稀 佐伯華乃 鹿住倫世

青木真美 松野さゆり 木村まりあ
髙橋義仁

服部小百合 栗原敬之 川口泰礼 山口里沙

　
経
営
学
部
・
石
崎
徹
ゼ
ミ

の
３
年
次
生
チ
ー
ム
が
、
日

本
広
告
学
会
関
東
部
会
主
催

の
第
６
回
「
学
生
広
告
論
文

賞
」
で
銅
賞
を
獲
得
。
１
月

29
日
、
都
内
で
表
彰
式
が
あ

っ
た
。

　
受
賞
し
た
チ
ー
ム
は
香
取

真
佳
さ
ん
、
大
木
香
穂
さ

ん
、
坂
本
廉
さ
ん
、
櫻
井
竣

さ
ん
、
小
林
正
輝
さ
ん
の
５

人
。

　
こ
の
論
文
賞
は
、
広
告
研

究
や
広
告
の
実
務
を
志
す
学

生
を
育
成
す
る
の
が
目
的

で
、
学
生
は
広
告
が
持
つ
役

割
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
角

度
か
ら
提
言
す
る
。

　
香
取
チ
ー
ム
の
論
文
は

「
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
メ
デ
ィ

ア
の
コ
ン
テ
ン
ツ
と
広
告
と

の
連
動
性
は
消
費
者
評
価
に

ど
う
影
響
す
る
の
か
」。
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
情
報
ま

と
め
サ
イ
ト
で
あ
る
キ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
メ
デ
ィ
ア
と
ネ
ッ

ト
広
告
の
関
連
性
に
つ
い
て

明
ら
か
に
し
、
効
果
的
な
広

告
掲
載
法
を
提
案
し
た
。
学

生
約
２
０
０
人
に
調
査
を
行

っ
た
結
果
、
ま
と
め
サ
イ
ト

と
広
告
の
内
容
に
連
動
性
が

あ
る
も
の
の
方
が
よ
り
効
果

が
あ
る
と
結
論
付
け
た
。

　
審
査
で
は
、
キ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
メ
デ
ィ
ア
と
い
う
新
し

い
分
野
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た

こ
と
、
分
析
が
よ
く
ま
と
ま

っ
て
い
た
こ
と
な
ど
に
高
い

評
価
が
集
っ
た
。

　
表
彰
式
で
香
取
さ
ん
は

「
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
メ
デ
ィ

ア
と
広
告
に
つ
い
て
の
研
究

実
例
が
こ
れ
ま
で
少
な
く
、

ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
っ
た

ら
い
い
の
か
試
行
錯
誤
し

た
。
論
文
の
方
向
性
な
ど
を

仲
間
と
論
議
し
て
ゼ
ミ
で
発

表
し
、
石
崎
先
生
か
ら
ア
ド

バ
イ
ス
し
て
も
ら
い
、
そ
の

積
み
重
ね
が
論
文
に
生
き

大
学
生
意
識

調
査
に
参
加

　
石
崎
ゼ
ミ
の
３
年
次
生
４

人
は
、
首
都
圏
で
広
告
や
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
学
ぶ
５
大

学
（
専
修
、
青
山
学
院
、
駒

澤
、
上
智
、
千
葉
商
科
）
の

　「
４
人
が
そ
ろ
う
機
会
が

少
な
く
、
情
報
の
共
有
が
大

変
だ
っ
た
」
と
新
藤
さ
ん
。

２
人
で
も
集
ま
れ
る
日
は
作

業
を
進
め
、
全
員
が
集
ま
れ

る
日
は
納
得
で
き
る
ま
で
議

論
し
、「
話
し
合
う
こ
と
の

大
切
さ
を
実
感
し
た
。
関
根

教
授
か
ら
は
『
自
分
た
ち
の

意
見
だ
け
で
な
く
、
周
り
か

ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
っ
て

改
善
し
て
い
く
こ
と
が
大
切

だ
』
と
普
段
か
ら
言
わ
れ
て

い
た
。
今
回
の
提
案
で
も
先

生
や
友
人
に
発
表
を
聞
い
て

も
ら
い
、
反
省
点
を
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
す
る
こ
と
で
信
頼

性
が
増
し
た
」
と
話
し
た
。

ャ
ン
バ
ラ
事
業
が
提
案
さ
れ

た
。

　
見
山
ク
ラ
ス
で
は
、
発
想

を
東
京
ド
ー
ム
シ
テ
ィ
内
に

と
ど
ま
ら
せ
な
い
と
い
う
意

図
の
も
と
「
東
京
ド
ー
ム
×

地
方
」
と
い
う
テ
ー
マ
を
設

定
。「
東
京
ド
ー
ム
は
大
人

の
秘
密
基
地
」
と
捉
え
、
最

近
話
題
の
デ
ュ
ア
ル
ラ
イ
フ

（
二
域
居
住
）
に
着
目
し
た

事
業
構
想
や
、
離
島
に
注
目

し
、
非
日
常
感
と
開
放
感
を

生
か
し
た
「
ｉ
｜
Ｌ
ａ
ｎ
ｄ

構
想
」
が
提
案
さ
れ
た
。

　
提
案
を
受
け
、
東
京
ド
ー

ム
常
務
執
行
役
員
で
新
規
事

業
開
発
室
長
の
久
岡
公
一
郎

さ
ん
は
「
当
社
の
事
業
内
容

を
詳
し
く
調
べ
た
上
で
の
提

案
は
と
て
も
あ
り
が
た
い
。

当
社
の
着
眼
点
と
は
異
な
る

提
案
は
若
者
ら
し
く
新
鮮
だ

っ
た
。
今
す
ぐ
に
企
画
で
き

そ
う
な
も
の
か
ら
、
夢
の
あ

る
も
の
な
ど
多
種
多
様
で
参

考
に
な
っ
た
」
と
話
し
た
。

　
三
宅
准
教
授
は
「
今
回
、

受
講
生
は
現
場
に
足
を
運
ぶ

大
切
さ
を
痛
感
し
た
よ
う

だ
。
ネ
ッ
ト
検
索
で
思
い
つ

く
こ
と
は
知
れ
て
い
て
、
愚

直
な
取
り
組
み
し
か
結
果
に

結
び
つ
か
な
い
こ
と
を
心
に

刻
ん
で
ほ
し
い
」と
話
し
た
。

東
京
ド
ー
ム
に

新
規
事
業
提
案

経
営
・
合
同
授
業
最
終
報
告
会

新規事業を提案する学生

賞状を手に笑顔の新藤チームと関根教授（右）

学
生
有
志
に
よ
る
大
学
生
意

識
調
査
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
主

催

公
益
社
団
法
人
東
京
広

告
協
会
）
に
参
加
し
た
。

　
参
加
し
た
の
は
香
取
さ

ん
、
中
野
将
太
郎
さ
ん
、
戸

城
智
也
さ
ん
、
石
巻
専
修
大

学
の
千
葉
雄
大
さ
ん
。

　
４
人
は
約
８
カ
月
に
わ
た

っ
て
他
大
学
の
学
生
と
と
も

に
活
動
。「
人
間
関
係
と
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
」
を
テ
ー
マ
に

大
学
生
約
１
０
０
０
人
を
対

象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
、
集
計
や
分
析
を
行
っ

た
。
11
月
30
日
に
は
、
東
京

・
電
通
銀
座
ビ
ル
で
記
者
発

表
会
に
参
加
し
た
。

　
昨
年
４
月
か
ら
５
カ
月

間
、
石
巻
専
大
か
ら
の
国
内

留
学
生
と
し
て
石
崎
ゼ
ミ
で

学
ん
だ
千
葉
さ
ん
は
、
留
学

が
終
わ
っ
た
９
月
以
降
は
オ

ン
ラ
イ
ン
で
石
巻
か
ら
発
表

資
料
の
作
成
な
ど
に
携
わ
っ

た
。
発
表
会
で
は
パ
ワ
ー
ポ

イ
ン
ト
の
操
作
を
担
当
。

「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し

た
こ
と
で
、
以
前
よ
り
も
積

極
的
に
自
分
の

意
見
を
言
え
る

よ

う

に

な

っ

た
。
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
が
高
ま

っ
た
」
と
話
し

た
。
千
葉
さ
ん

は
「
学
生
広
告

論
文
賞
」
に
も

参
加
し
た
。

香
取
チ
ー
ム
が
銅
賞

経
営
・
石
崎
ゼ
ミ
「
学
生
広
告
論
文
賞
」

話
し
合
う
大
切
さ
実
感

ア
プ
リ「
な
び
き
ゅ
ん
」を
考
案

表彰式で小林さん、大木さん、香取さん、

坂本さん、櫻井さん（左から）

第15回神奈川産学チャレンジプログラム

最優秀賞に経営・新藤チーム

記
者
発
表
会
で
報
告
す
る
香
取
さ
ん


